
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
縦葺き屋根に一対で用いられる雪止め金具は、底面と、底面の両側を立ち上げた雪止め面
と、それぞれの雪止め面の一側から連なる合わせ面とを有する上方に開口した形状であり
、合わせ面は、雪止め金具同士が組み合わせられたときに略ハ字状になるように形成され
ており、雪止め面の下縁であって、合わせ面の下方から底面に連なる箇所が切り欠かれる
ことで当接部が形成されており、該当接部には突部分が形成されており、雪止め金具の合
わせ面の上方同士が当接されて縦葺き屋根にかぶせられており、合わせ面に挿入された固
定具を締め付けることで雪止め金具が縦葺き屋根に固定される縦葺き屋根用雪止め金具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、縦葺き屋根に用いる雪止め金具に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来技術について、図８（ア）（イ）をもとに説明する。（ア）は雪止め金具１と取り付
け金具Ｂの説明図であり、（イ）はその雪止め金具１が用いられる縦葺き屋根を示す説明
図である。
先に（イ）により、縦葺き屋根について説明する。この屋根を施工するには、嵌合部８１
・８１を有する溝板８と、その嵌合部８１・８１にはめる突出部９１・９１を有するキャ
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ップ９を用いる。まず、野地材５に吊子７を止着具６で固定し、その吊子７に、溝板８を
はめる。次に、吊子７にはめられた、左右に隣り合う溝板８・８の嵌合部８１・８１に、
キャップ９の突出部９１・９１をはめて縦葺き屋根を成す。
【０００３】
雪止め金具１は、金属板を折り曲げて製作されており、底面１３と、底面１３の一側を立
ち上げた雪止め面１２とを有している。この雪止め金具１を前述の縦葺き屋根に取り付け
るには、取り付け金具Ｂを必要とする。
その取り付け金具Ｂは、縦葺き屋根のキャップ９の形状に添った当接部Ｂ１を有しており
、当接部Ｂ１の左右下方には、内側方向に折り曲げられた突部分Ｂ１ａが形成されている
。さらに、当接部Ｂ１の上方には、固定部Ｂ２が形成されている。
そして、取り付け金具Ｂに、雪止め金具１が組み合わされて固定されている。
【０００４】
このような部材を縦葺き屋根に取り付けて雪止めとする場合には、雪止め金具１が固定さ
れた取り付け金具Ｂをキャップ９の上からかぶせる。次に、固定部Ｂ２をボルト２とナッ
ト４で締め付けて、突部分Ｂ１ａが突出部９１・９１にはまるようにして縦葺き屋根に固
定する。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
従来は、雪止め金具１と、それを縦葺き屋根に取り付けるための取り付け金具Ｂの２つの
部材を必要とし、固定と雪止めの両方の機能を果たすためには、それらを組み合わせて固
定しておかなければならなかったので、製作にコストがかかった。
また、取り付け金具Ｂの当接部Ｂ１は、キャップ９の上面から傾斜面にかけての形状に添
っていて全体が面接触しており、雪の荷重によって当接部Ｂ１が軒側に滑りやすく、雪止
め金具１が斜めになって雪止めの機能を果たさないおそれがあった。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の縦葺き屋根用雪止め金具は、次のような構成になっている。
１つの雪止め金具は、底面と、底面の両側を立ち上げた雪止め面と、それぞれの雪止め面
の一側から連なる合わせ面とを有する上方に開口した形状である。そして、雪止め面の下
縁であって、合わせ面の下方から底面に連なる箇所は切り欠かれて当接部となっている。
また、当接部には、突部分が形成されており、前記合わせ面は、下方に行くにつれて底面
方向に向かって傾斜している。つまり、合わせ面は、左右対称の形状であって２つを一組
として用いる雪止め金具を組み合わせたときに、略ハ字状になるように形成されている。
このような雪止め金具を縦葺き屋根に取り付ける場合には、合わせ面同士を当接して一対
として用いる。合わせ面同士は略ハ字状になって組み合わせられているので、上方が当接
してかぶせられる。
取り付ける際は、一対の雪止め金具をかぶせるが、合わせ面の上方同士を当接させる。先
にボルトとナットで接合して、一対にしておくとよい。次に、合わせ面同士に挿入された
固定具であるボルトをナットで締め付けて雪止め金具を縦葺き屋根に固定する。
たとえば、上記の縦葺き屋根は、左右に隣り合う溝板の嵌合部に、キャップの突出部がは
められて成っているものであり、その場合には、キャップに一対の雪止め金具の当接部を
かぶせ、突出部に突部分をはめる。それから、合わせ面同士に挿入された固定具を締め付
けて、雪止め金具を縦葺き屋根に固定する。
【０００７】
【実施例】
本発明の雪止め金具１の実施例について、図面をもとに説明する。図１は、本発明の実施
例の説明図であり、図２（ア）は正面図・（イ）は平面図・（ウ）は側面図であり、図３
は縦葺き屋根に取り付けた状態を示す説明図であり、図４から図６はそれぞれ他の実施例
を示す説明図であり、図７（ア）（イ）（ウ）は本発明の雪止め金具１を取り付けること
ができる縦葺き屋根の他の実施例を示す説明図である。
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まず、図１から図２（ア）（イ）（ウ）により、雪止め金具１の実施例について説明する
。この雪止め金具１は、折り曲げ加工でできており、底面１３と、底面１３の両側であっ
て、かつ、取り付け後に軒側と棟側となる側を立ち上げた雪止め面１２・１２とを有して
おり、雪止め面１２・１２には、ボルト用穴１５・１５が形成されている。そして、雪止
め面１２と底面１３との角部を切り欠いて、水抜き穴１４が形成されている。
全体として、底面１３と、雪止め面１２・１２と、それぞれの雪止め面１２・１２の一側
から連なる合わせ面１１とを有する上方に開口した形状である。本実施例の場合には、合
わせ面１１は、雪止め面１２の一側を延出させてそれぞれを内側方向に折り曲げて形成さ
れている。
そして、雪止め面１２・１２の下縁であって合わせ面１１・１１の下方である箇所と、そ
こから連なる底面１３・１３とは切り欠かれている。その切り欠き箇所は、縦葺き屋根の
キャップ９にかぶせることができ、キャップ９に添った形状である当接部１６となってい
る。また、当接部１６には、キャップ９の突出部９１にはめることができる突部分１６ａ
が形成されており、前記合わせ面１１は、下方に行くにつれて底面１３方向に向かって傾
斜している。つまり、合わせ面１１・１１は、雪止め金具１・１同士が組み合わせられた
ときに略ハ字状になるように形成されている。
このような雪止め金具１を縦葺き屋根に取り付ける場合には、合わせ面１１・１１同士を
当接して一対で用いる。つまり、同じものを左右に用い、必要によりワッシャー３を使用
して、合わせ面１１・１１をボルト２とナット４により接続し、２つの雪止め金具１・１
を一対として縦葺き屋根に取り付ける。
【０００８】
次に、図３により、このような雪止め金具１を一対用いて、縦葺き屋根に取り付ける場合
の施工状態を説明する。
雪止め金具１・１は、すでに一対になっているため、それを縦葺き屋根のキャップ９にか
ぶせる。そして、突部分１６ａがキャップ９の突出部９１・９１にしっかり食い込むよう
に、ボルト２を締め付ける。そうすると、略ハ字状であって傾斜していた合わせ面１１・
１１の下方が合わさる。
このようにして、縦葺き屋根に取り付けられる。
【０００９】
このとき、雪止め金具１・１は、上方のみ当接していて、下方が離れている略ハ字状の合
わせ面１１・１１が合わさりながら、キャップ９の突出部９１・９１に突部分１６ａ・１
６ａを食い込ませていく。従って、強度の保てる雪止め金具１を提供することができる。
合わせ面１１・１１が平行になるように形成されていて、最初から合わさっているものに
比べ、突部分１６ａ・１６ａを強く食い込ませることができる。
また、本実施例の場合には、図１に示した通り、当接部１６がキャップ９上面から傾斜面
の形状に添っているが、当接部１６全体が面接触することはない。この点も、キャップ９
に当接部１６がしっかり当接する要因となっている。
たとえば、図７に示した従来技術の場合には、キャップ９に当接部Ｂ１全体が面接触して
いるため、雪の荷重がかかった場合には、摩擦抵抗が分散され、滑り易い。しかし、本実
施例の場合には当接面が小さく、摩擦力がそこに集中するため、締め付けられた場合には
滑りにくくなる。
さらに、本実施例の場合には、突部分１６ａの形状は、キャップ９の突出部９１・９１の
形状に添っている。このため、雪止め金具１がボルト２とナット４で締め付けられたとき
に、いっそう強度が保てるものとなっている。
【００１０】
続いて、図４（ア）（イ）により、他の実施例について説明する。（ア）は、キャップ９
の上面が円弧状である場合に用いる雪止め金具１を示している。この場合にも、前述の通
り、合わせ面１１・１１の上方が当接し、下方が離れていて、締め付けられたときに、下
方が当接していく。さらに、キャップ９上面に当接部１６が添っていて、しかも当接面が
小さく、突部分１６ａは突出部９１に添っている。このため、同様の効果を持っている。
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（イ）は、突部分１６ａの形状が異なる例を示している。必要強度が少なくてよい場合に
は、このような突部分１６ａでもよい。
【００１１】
図５（ア）（イ）は、等辺山形鋼Ａを用いて雪止めの機能を持たせる場合の実施例である
。（ア）は、雪止め金具１に等辺山形鋼Ａを組み合わせた状態の側面図を示しており、（
イ）は、縦葺き屋根に組み合わせた場合の説明図を示している。この場合には、ボルト２
を挿入することができるボルト用穴１５を形成しておく。等辺山形鋼Ａにより雪を止める
ことができればよいので、雪止め面１２は小さくてよい。
取り付けは、一対の雪止め金具１・１をキャップ９にかぶせて、開いていた合わせ面１１
・１１の下方が合わさるように、ボルト２とナット４で締め付けて行う。次に、等辺山形
鋼Ａを雪止め金具１に組み合わせ、止め片１７で押さえて取り付ける。
【００１２】
図６は、別の縦葺き屋根に用いた場合を示している。（ア）は、その縦葺き屋根を示す説
明図であり、（イ）は、それに、本発明の雪止め金具１を取り付けた状態を示した図であ
る。このように、図３や図４とは異なる縦葺き屋根にも取り付けることができる。
さらに、図７により、本発明の雪止め金具１を取り付けることができる縦葺き屋根の他の
実施例を説明する。（ア）の縦葺き屋根は、左右に隣り合う溝板８・８に吊子７をかぶせ
、吊子７に止着具６を打ち込んで野地材５に固定し、吊子７にキャップ９の突出部９１を
はめて縦葺き屋根を成したものである。この場合には、吊子７にはめられたキャップ９に
雪止め金具１・１の当接部１６・１６をかぶせ、突出部９１・９１に突部分１６ａ・１６
ａをはめてから取り付ける。
（イ）の縦葺き屋根は折板と称され、溝板８には、嵌合部８１・８１が形成され、溝板８
の一側に内側馳８２を、他側に外側馳８３を形成してある。このような溝板８の嵌合部８
１・８１を、タイトフレームと称される固定部材Ｃにはめ、内側馳８２に、隣りに施工す
る溝板８の外側馳８３を締め付けて縦葺き屋根とするものである。この場合には、固定部
材Ｃに固定された溝板８・８に雪止め金具１・１の当接部１６・１６をかぶせ、突部分１
６ａ・１６ａを嵌合部８１・８１にはめる。そして、前述の通り、合わせ面１１・１１に
挿入されたボルトをナットで締め付けて固定する。
（ウ）の縦葺き屋根は、固定部材Ｃに、溝板８に形成された嵌合部８１・８１をはめ、そ
こに、次に施工する溝板８の嵌合部８１・８１をはめることで、縦葺き屋根を成したもの
である。この場合にも、固定部材Ｃに固定された溝板８に雪止め金具１・１の当接部１６
・１６をかぶせ、突部分１６ａ・１６ａを嵌合部８１・８１にはめる。そして、同様に、
合わせ面１１・１１に挿入されたボルトをナットで締め付けて固定する。
【００１３】
これまで述べた通り、本発明の雪止め金具１・１は、その当接部１６・１６が当接するも
のがキャップ９または溝板８であり、突部分１６ａ・１６ａがはめられる箇所がキャップ
９の突出部９１・９１または溝板８の嵌合部８１・８１となっている。つまり、一対の雪
止め金具１・１の当接部１６・１６がかぶせられるのは、縦葺き屋根において上方に突出
している箇所であり、突部分１６ａ・１６ａがはめられるのは、側方に突出している箇所
である。
いずれの場合にも、左右対称で一対の雪止め金具１を用い、締め付けられたときに、当接
部１６がキャップ９または溝板８に添っていて、突部分１６ａが突出部９１・９１または
嵌合部８１・８１にはまるような形状であればよい。
雪止め金具１を鋳型で製作するなど、製作方法や材質は限定しない。合わせ面１１は一重
でもよい。
また、従来は、取り付け金具Ｂの当接部Ｂ１はキャップ９の上面から傾斜面にかけての形
状に添っていて全体が面接触しており、雪の荷重によって当接部Ｂ１が軒側に滑りやすく
、雪止め金具１が斜めになって雪止めの機能を果たさないおそれがあった。この点を解消
するために、図１のように、当接面を小さくして、雪止め面１２から底面１３にかけての
箇所を切り欠いたままにするか、わずかに折り曲げ片を形成すればよい。
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【００１４】
【発明の効果】
従来は、縦葺き屋根に取り付けるための取り付け金具Ｂと、雪止め金具１の２つの部材を
必要とし、固定と雪止めの両方の機能を果たすためには、それらを組み合わせて固定して
おかなければならなかったので、製作にコストがかかった。しかし、本発明によれば、合
わせ面が当接するようにして、同型のものを左右一対にして用いるので、低コストで製作
できる。
また、従来は、取り付け金具の当接部は、キャップの上面から傾斜面にかけての形状に添
っていて全体が面接触しており、雪の荷重によって当接部が軒側に滑りやすく、雪止め金
具が斜めになって雪止めの機能を果たさないおそれがあった。しかし、本発明によれば、
当接部がキャップの形状に添っているが、当接面が小さいので軒側に滑りにくく、強固に
固定することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る雪止め金具１の実施例の斜視図である。
【図２】（ア）（イ）（ウ）は図１に示した雪止め金具１の、それぞれ正面図・平面図・
側面図である。
【図３】図１に示した雪止め金具１を用いて縦葺き屋根に取り付けた状態を示す説明図で
ある。
【図４】（ア）（イ）は雪止め金具１の他の実施例を示す説明図である。
【図５】（ア）（イ）は雪止め金具１と等辺山形鋼を組み合わせた場合の実施例を示す説
明図である。
【図６】（ア）は縦葺き屋根の別例を示す説明図であり、（イ）は、それに、本発明の雪
止め金具１を取り付けた状態を示す説明図である。
【図７】（ア）（イ）（ウ）は本発明の雪止め金具１を取り付けることができる縦葺き屋
根の他の実施例を示す説明図である。
【図８】（ア）は従来技術を示す説明図であり、（イ）は縦葺き屋根を示す説明図である
。
【符号の説明】
１　　　雪止め金具
１１　　合わせ面
１２　　雪止め面
１３　　底面
１４　　水抜き穴
１５　　ボルト用穴
１６　　当接部
１６ａ　突部分
１７　　止め片
２　　　ボルト
３　　　ワッシャー
４　　　ナット
５　　　野地材
６　　　止着具
７　　　吊子
８　　　溝板
８１　　嵌合部
８２　　内側馳
８３　　外側馳
９　　　キャップ
９１　　突出部
Ａ　　　等辺山形鋼
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Ｂ　　　取り付け金具
Ｂ１　　当接部
Ｂ１ａ　突部分
Ｂ２　　固定部
Ｃ　　　固定部材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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